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こ

の

学

校

は

、

１

年

の

時

は

、

１

学

級

人

の

６

学

級

で

し

た

。

そ

れ

が

２

年

か

30ら

は

１

学

級

減

と

な

り

、

１

学

級

人

36

の

５

学

級

に

な

り

ま

し

た

。

中

学

２

年

で

も

少

人

数

学

級

が

継

続

し

て

い

た

ら

、

も

う

少

し

生

徒

の

様

子

を

細

か

く

見

る

こ

と

が

で

き

た

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

心

の

余

裕

の

な

い

、

日

常

か

ら

、

こ

の

職

場

の

人

間

関

係

が

ぎ

す

ぎ

す

し

た

も

の

に

な

っ

て

い

る

事

実

も

い

く

つ

か

伝

わ

っ

て

い

ま

す

。

こ

う

い

っ

た

事

態

は

、

日

本

の

他

の

多

く

の

中

学

校

で

も

起

こ

り

う

る

深

刻

な

問

題

で

す

。

「

子

ど

も

が

安

心

し

て

通

え

る

学

校

づ

く

り

」

「

信

頼

関

係

を

大

切

に

し

た

学

校

づ

く

り

」

が

日

本

の

全

て

の

小

中

学

校

で

進

め

ら

れ

る

こ

と

を

願

っ

て

い

ま

す

。

愛

教

労

で

は

、

２

月

日

に

金

山

の

22

労

働

会

館

で

、

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

開

き

ま

す

。

一

緒

に

考

え

て

い

き

ま

し

ょ

う

。

悪

法

廃

止

へ

！

名

古

屋

名

古

屋

名

古

屋

名

古

屋

でででで

三

千

人

三

千

人

三

千

人

三

千

人

がががが

集

会

集

会

集

会

集

会

夜

の

街

を

力

強

く

デ

モ

行

進

昨

年

７

月

に

名

古

屋

市

の

中

学

生

が

マ

ン

シ

ョ

ン

か

ら

転

落

し

て

死

亡

し

ま

し

た

。

愛

教

労

・

名

教

労

は

、

痛

恨

の

思

い

で

こ

の

事

実

を

受

け

止

め

、

２

度

と

こ

の

よ

う

な

こ

と

が

起

き

な

い

よ

う

に

呼

び

か

け

を

し

ま

し

た

。

今

回

は

メ

モ

が

残

さ

れ

て

い

て

、

そ

こ

に

は

、

「

死

ね

」

と

い

う

冷

た

い

言

葉

が

日

常

的

に

交

わ

さ

れ

て

い

た

と

い

う

こ

と

で

す

。

生

徒

た

ち

の

人

間

関

係

の

あ

り

よ

う

が

気

に

な

り

ま

す

。

ま

た

、

こ

の

学

校

で

は

時

間

外

勤

務

で

月

に

１

０

０

時

間

を

超

え

る

教

職

員

が

、

５

月

に

人

、

６

月

に

人

も

い

ま

し

た

（

調

17

16

査

対

象

は

人

）

。

つ

ま

り

教

職

員

の

半

数

32

以

上

に

お

い

て

過

労

死

ラ

イ

ン

を

大

き

く

超

え

る

勤

務

の

実

態

が

見

ら

れ

た

の

で

す

。

部

活

動

顧

問

は

土

日

も

出

勤

し

て

い

ま

す

。

名

古

屋

中

学

生

名

古

屋

中

学

生

名

古

屋

中

学

生

名

古

屋

中

学

生

転

落

死

問

題

転

落

死

問

題

転

落

死

問

題

転

落

死

問

題

をををを

考考考考

え

る

え

る

え

る

え

る

我

が

地

域

は

、

道

路

に

ぐ

る

り

と

囲

ま

れ

た

世

帯

で

一

つ

の

班

を

作

っ

て

い

る

。

先

日

、

今

年

度

初

の

資

源

ご

み

回

収

当

番

が

ウ

チ

の

班

に

回

っ

て

き

た

。

班

長

と

な

っ

た

私

は

、

こ

の

地

に

居

を

構

え

て

何

と

初

め

て

班

と

し

て

参

加

し

た

。

今

ま

で

は

、

仕

事

が

あ

る

、

朝

は

忙

し

い

と

参

加

し

な

か

っ

た

。

資

源

ご

み

も

、

他

の

回

収

方

法

で

何

と

か

し

て

き

た

▼

当

日

は

、

た

く

さ

ん

の

参

加

者

に

正

直

驚

い

た

。

班

長

と

は

い

え

、

顔

を

合

わ

せ

る

こ

と

は

あ

ま

り

な

い

の

で

、

名

前

と

顔

の

一

致

に

同

じ

班

で

の

中

で

も

今

ひ

と

つ

自

信

が

な

い

。

参

加

者

を

ノ

ー

ト

に

記

入

す

る

た

め

に

名

前

を

聞

い

て

い

っ

た

▼

い

つ

も

顔

を

合

わ

せ

る

人

同

士

は

，

世

間

話

が

具

体

的

だ

。

３

件

隣

の

方

か

ら

「

担

任

を

持

っ

て

い

ら

っ

し

ゃ

る

の

？

」

と

聞

か

れ

た

。

ど

う

し

て

私

の

職

業

を

知

っ

て

い

る

？

▼

資

源

ご

み

回

収

当

番

と

い

う

た

ま

に

回

っ

て

く

る

班

の

集

ま

り

、

立

ち

話

、

子

供

会

、

町

内

会

、

同

級

生

…

地

元

の

ア

レ

や

こ

れ

や

の

集

ま

り

は

私

以

外

の

と

こ

ろ

で

小

さ

な

社

会

を

作

っ

て

い

る

▼

学

生

時

代

を

地

元

で

育

っ

て

い

な

い

私

は

、

成

人

式

に

は

誰

一

人

知

り

合

い

は

い

な

か

っ

た

。

就

職

し

て

家

と

職

場

の

往

復

が

私

の

世

界

だ

っ

た

。

自

分

が

地

域

社

会

と

つ

な

が

り

を

持

っ

て

い

な

い

こ

と

を

改

め

て

思

い

知

ら

さ

れ

た

。

も

し

大

地

震

が

あ

っ

て

避

難

所

に

行

っ

た

ら

、

き

っ

と

ア

ウ

ェ

ー

な

気

分

に

な

る

だ

ろ

う

な

と

思

っ

た

▼

部

活

で

仕

事

で

と

忙

し

く

し

て

い

る

生

活

は

、

自

分

の

地

域

と

疎

遠

に

な

る

。

「

世

間

知

ら

ず

」

の

「

先

生

」

は

こ

ん

な

と

こ

ろ

か

ら

も

生

ま

れ

る

の

だ

ろ

う

。

（

Ｓ

）

て

は

、

国

民

の

中

に

根

強

い

反

対

意

見

が

多

く

あ

り

ま

す

。

安

倍

首

相

は

、

法

案

が

通

っ

た

翌

日

「

昨

日

ま

で

、

騒

が

し

か

っ

た

官

邸

周

辺

が

ウ

ソ

の

よ

う

に

静

か

に

な

っ

た

」

と

、

い

か

に

も

国

民

が

法

案

の

通

過

に

対

し

、

あ

き

ら

め

、

さ

め

た

か

の

よ

う

な

感

想

を

述

べ

ま

し

た

が

、

そ

の

後

の

世

論

調

査

に

よ

る

支

持

率

低

下

に

慌

て

、

「

私

自

身

が

も

っ

と

も

っ

と

丁

寧

に

時

間

を

と

っ

て

説

明

す

べ

き

だ

っ

た

と

反

省

し

て

い

ま

す

。

今

後

と

も

国

民

の

懸

念

を

払

拭

す

べ

く

丁

寧

に

説

明

し

て

い

き

た

い

」

と

、

国

民

世

論

の

反

発

に

一

定

の

対

応

を

余

儀

な

く

さ

れ

ま

し

た

。

し

か

し

、

政

権

発

足

一

周

年

に

は

、

近

隣

諸

国

の

警

告

を

無

視

す

る

か

た

ち

で

靖

国

参

拝

を

強

行

す

る

な

ど

、

そ

の

「

右

翼

的

」

思

想

を

隠

そ

う

と

も

し

て

い

ま

せ

ん

。

教

育

分

野

で

も

更

な

る

た

た

か

い

を

ま

た

、

教

育

の

分

野

で

は

、

道

徳

の

教

科

化

や

「

自

虐

史

観

」

か

ら

の

脱

却

と

、

戦

前

回

帰

の

方

向

性

を

よ

り

明

確

に

打

ち

出

し

て

い

ま

す

。

愛

知

の

会

で

は

、

今

後

も

特

定

秘

密

保

護

法

撤

廃

と

民

主

主

義

の

制

限

・

憲

法

改

悪

に

通

ず

る

法

案

改

悪

の

動

き

に

反

対

し

、

行

動

を

提

起

す

る

予

定

で

す

。

通

常

国

会

の

召

集

に

合

わ

せ

、

特

定

秘

密

保

護

法

に

反

対

す

る

行

動

が

全

国

で

呼

び

か

け

ら

れ

ま

し

た

。

１

月

日

、

名

24

古

屋

で

も

久

屋

広

場

で

、

「

秘

密

保

全

法

に

反

対

す

る

愛

知

の

会

」

主

催

で

集

会

と

デ

モ

行

進

が

も

た

れ

、

約

３

千

人

の

市

民

が

集

ま

り

ま

し

た

。

我

が

知

教

労

か

ら

も

７

名

の

組

合

員

が

参

加

し

ま

し

た

。

集

会

で

は

、

三

重

県

の

「

反

対

す

る

会

」

か

ら

三

名

の

連

帯

す

る

意

見

表

明

が

な

さ

れ

た

ほ

か

、

本

秀

紀

名

古

屋

大

学

院

教

も
と
ひ
で
の
り

授

な

ど

、

主

催

者

か

ら

特

定

秘

密

保

護

法

を

廃

止

し

て

い

こ

う

と

す

る

挨

拶

が

あ

り

ま

し

た

。

参

加

者

は

、

そ

の

後

、

栄

三

越

か

ら

パ

ル

コ

周

辺

を

デ

モ

行

進

し

、

道

行

く

人

に

悪

法

の

廃

止

を

訴

え

ま

し

た

。

音

楽

に

乗

っ

て

、

楽

し

く

行

進

で

き

ま

し

た

。

参

加

者

の

女

性

か

ら

は

「

法

案

が

す

で

に

通

っ

て

、

意

気

消

沈

し

て

い

た

ら

ど

う

し

よ

う

と

心

配

し

ま

し

た

が

、

こ

ん

な

に

多

く

の

人

の

元

気

な

姿

を

見

る

こ

と

が

で

き

て

安

心

し

ま

し

た

」

と

の

意

見

も

聞

か

れ

ま

し

た

。

日

本

の

右

傾

化

を

狙

う

安

倍

政

権

圧

倒

的

多

数

の

世

論

を

省

み

ず

、

与

党

が

強

行

し

た

特

定

秘

密

保

護

法

に

つ

い

特定秘密保護法廃止へ！ 全国で一斉行動！！

北から南から ～～～～支部支部支部支部だよりだよりだよりだより～～～～

半田市では、昨年度に続いて、２学期終業式当日の午後、半

田運動公園で小中学校駅伝大会が開催された。チームは小中混

合チームで、各小学校区ごとに編成される。問題点として、

①大会の目的が、はっきりしない。今年度の教育委員会との話し

合いで、「小中連携のため」、「各校に強制はしていない」と、述

べてはいたが、各小学校区単位のチームとなれば、出場しない

ということはむずかしい。

②勤務時間が短縮され、行事等の精選がいわれる中、大会当日

だけでなく、校内練習会、現地での試走会、小中合同の練習

会など、仕事が一段と増える。各校の体育主任の大会当日に

向けての諸準備もある。

③小規模学校区は、チーム編成の段階でかなりの不利な状況に

ある。これは練習や努力と関係ないところで生じている。

小中連携は大切な視点ではあるが、上記のような問題点を抱え

てまで、このような駅伝を実施する必要はない。駅伝でなくても、地

域の行事でも十分にその効果は考えられる。学校のしばりのない

半田市民マラソンのように、個々の出場者の自由参加で実施され

た方が子どもたちの自主的積極的な活動が予想される。 （ Ｉ ）

１３８号 ２０１４年１月発行



データで見る『教員の実態』第41回 知ってるつもり・Ｑ＆Ａ

お医者さんの労働組合は？お医者さんの労働組合は？お医者さんの労働組合は？お医者さんの労働組合は？

§§§§§§ 中学校「生徒指導だより」……エッセイ選集 §§§§§§§§§§
知多地区の中学校で発行された「生徒指導だより」からの抜粋です。生徒向けではなく、教師・保護者など大人向に書かれています。生徒の

「指導」について、大人はどう考えていくべきか……。教師と保護者がともに考えるきっかけとなり、相互不理解からの苦情・行き違いが減っ

ていったそうです。

Ｑ 年末に、かかりつけのお医者さんが「医師の勤務状況も学校の先生と

同じで悲惨ですよ。お互いに気をつけましょうね。」と話してみえました。

ふと、思ったのですが、医師にも労働組合はあるのですか 。

A お医者さんは、勤務してみえる医療機関の組合に加入したり、単独の

医師組合に加入したりします。医師の労働組合の代表的なものに、２００

９年に結成された、全国医師ユニオンがあります。その結成宣言には、

・私たちは、医学・医療の発展は人間を幸福にするものであると信じます。

そして、自らの職業に誇りを持ち国民の命と健康のために働くものです。

・私たちは､政府の医療費抑制政策が、日本の医療を崩壊に導いたことに

抗議します。そして、多くの国民に犠牲を強いてきたことに抗議します。

・私たちは、医師の過酷な労働環境が仲間である医師を過労死に追いや

ったこと、多くの医師の健康を奪ってきたこと、その家庭を破壊してきたこ

とを告発するとともに、怒りをもって抗議します。

など、医師としての誇りと、医療制度の改善、より

よい労働環境をめざす意気込みがしっかり掲げられ

ています。

この組合は、働く人間としての医師の権利を守る

ために、個々の病院でも働きやすい環境を求めて

交渉をすすめるなど、活発な活動を展開していま

す。

97.9％、84.8％

私たちが毎日の業務をする上で、直接・間接に施設・設備

を利用しています。今回は、その施設の耐震化率について、

全国と比較してみます。

知多半島の小中学校の耐震化率は、校舎については１００

％になりました。まだ、体育館の耐震化が完成していない自

治体が２つあります。見出しの数字は、愛知県と全国の昨年

度の耐震化率です。

（業務ではありませんが）以前、職員作業でガラスに飛散

防止フィルムを貼った経験をもつ方も多いと思います。現在

は、校舎の耐震化に続いて、文科省の指導で窓ガラスの耐震

化を進めている自治体が多いのではないでしょうか。

窓ガラス以外にも、非構造材として照明やテレビ、スピー

カー、天井、エアコン、扇風機、タイル壁、水タンク、本棚、

ロッカー、時計など地震の時に落下や転倒して危険な物は数

多くあります。衛生委員会を開いて多くの教職員からの指摘

を聞いたり、専門家の診断を受けたりすることが重要です。

ちょっとしたことは、現場で対応できますが、業者に頼むよ

うなことは校内予算的に難しいときは、行政の出番です。

各学校によって、地形・校舎などの状況が異なるため難し

いですが、災害から「子ども・教職員の命を守る」ために何

ができるか、私たちも行政も気をつけていきたいものです。

中

学

校

の

教

員

に

と

っ

て

四

月

の

年

度

当

初

は

、

会

議

の

季

節

で

も

あ

る

。

こ

の

一

年

間

、

学

校

で

ど

の

よ

う

に

生

徒

を

指

導

し

て

い

く

の

か

、

様

々

な

面

か

ら

話

し

合

い

を

重

ね

て

い

く

。

生

徒

指

導

は

も

ち

ろ

ん

、

給

食

や

清

掃

に

つ

い

て

の

保

健

指

導

、

授

業

の

受

け

方

の

学

習

指

導

、

生

徒

会

活

動

の

特

別

活

動

指

導

…

…

、

学

校

生

活

の

あ

ら

ゆ

る

場

面

で

の

「

指

導

基

準

」

が

確

認

さ

れ

る

▼

な

ぜ

、

そ

れ

程

細

か

い

と

こ

ろ

ま

で

決

め

る

の

か

。

そ

れ

は

不

公

平

を

生

ま

な

い

た

め

だ

。

五

〇

人

近

く

い

る

教

員

が

、

個

々

の

独

断

で

正

否

を

決

め

る

わ

け

に

は

い

か

な

い

。

年

度

初

め

に

キ

チ

ン

と

基

準

を

決

め

る

こ

と

で

、

ど

の

教

師

も

同

じ

指

導

が

で

き

る

よ

う

に

…

と

い

う

こ

と

に

な

っ

て

い

る

▼

一

定

の

基

準

を

決

め

る

の

だ

が

、

実

は

本

当

に

難

し

い

の

は

そ

こ

か

ら

だ

。

実

社

会

で

も

そ

う

だ

が

、

人

が

あ

る

基

準

通

り

に

行

動

し

て

い

る

か

ど

う

か

を

判

断

す

る

と

き

に

は

、

微

妙

な

境

界

線

が

あ

る

。

路

上

で

一

旦

停

止

し

た

か

ど

う

か

の

境

界

線

、

ゴ

ミ

出

し

の

時

刻

を

過

ぎ

た

か

ど

う

か

の

境

界

線

…

…

▼

基

準

で

あ

る

以

上

、

そ

れ

は

守

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

だ

が

、

個

々

の

情

状

を

酌

量

す

る

余

地

も

な

け

れ

ば

、

杓

子

定

規

の

そ

し

り

を

免

れ

な

い

。

人

間

の

や

る

こ

と

に

は

情

が

絡

む

も

の

で

あ

り

、

そ

れ

が

、

思

春

期

の

中

学

生

で

あ

れ

ば

猶

更

だ

。

か

く

し

て

、

中

学

生

は

常

に

境

界

線

ギ

リ

ギ

リ

で

行

動

し

、

教

師

は

常

に

境

界

線

ギ

リ

ギ

リ

の

判

断

を

迫

ら

れ

る

こ

と

に

な

る

。

▼

少

し

経

験

を

積

ん

だ

教

員

は

、

こ

れ

を

指

導

の

「

帯

」

で

対

処

す

る

と

い

う

。

「

い

い

か

、

基

準

の

線

じ

ゃ

な

い

、

基

準

の

帯

だ

。

ラ

イ

ン

バ

ン

ド

少

し

幅

を

も

っ

て

子

ど

も

を

見

る

ん

だ

。

で

も

、

そ

れ

を

勝

手

に

下

げ

て

は

い

か

ん

。

基

準

通

り

だ

。

」

指

導

と

い

う

も

の

は

、

実

に

難

し

い

。

ジ

ョ

ー

ジ

少

年

は

、

父

親

が

大

事

に

し

て

い

た

桜

の

木

を

斧

で

切

っ

て

し

ま

っ

た

。

だ

が

正

直

に

「

ボ

ク

が

や

り

ま

し

た

」

と

告

白

。

父

親

は

そ

の

態

度

を

認

め

「

お

ま

え

の

正

直

な

答

え

は

千

本

の

桜

の

木

よ

り

値

打

ち

が

あ

る

」

と

ほ

め

た

。

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

初

代

大

統

領

ワ

シ

ン

ト

ン

の

逸

話

で

あ

る

。

ど

う

や

ら

後

世

の

創

作

ら

し

い

と

言

わ

れ

る

が

、

た

し

か

に

話

と

し

て

少

々

出

来

過

ぎ

だ

▼

世

の

教

育

論

･

道

徳

論

を

み

る

と

、

こ

う

し

た

「

指

導

の

あ

り

方

」

が

大

勢

を

占

め

る

。

人

が

過

ち

を

犯

し

た

と

き

に

、

頭

ご

な

し

に

叱

っ

て

は

な

ら

な

い

。

何

が

悪

か

っ

た

の

か

を

、

教

え

諭

す

べ

き

だ

。

ま

し

て

正

直

に

認

め

た

な

ら

ば

そ

の

こ

と

を

ほ

め

る

べ

き

だ

と

い

う

。

多

く

の

教

員

は

こ

う

し

た

「

よ

い

指

導

」

を

追

求

し

、

生

徒

指

導

で

何

が

い

け

な

か

っ

た

か

を

「

説

諭

」

す

る

よ

う

に

な

る

▼

閑

話

休

題

。

一

九

六

一

年

、

植

木

等

と

ク

レ

ー

ジ

ー

キ

ャ

ッ

ツ

の

ヒ

ッ

ト

曲

ス

ー

ダ

ラ

節

の

メ

イ

ン

フ

レ

ー

ズ

は

「

わ

か

っ

ち

ゃ

い

る

け

ど

や

め

ら

れ

な

い

」

だ

っ

た(

ら

し

い

で

す

…

）

。

た

ば

こ

は

身

体

に

悪

い

、

ダ

イ

エ

ッ

ト

も

し

な

き

ゃ

い

け

な

い

、

た

ま

っ

た

仕

事

を

片

付

け

な

き

ゃ

い

け

な

い

、

そ

れ

は

全

部

「

理

解

」

で

き

る

が

、

現

状

を

改

善

す

る

「

行

動

」

に

は

つ

な

が

ら

な

い

。

た

い

て

い

の

人

間

は

、

理

性

に

よ

っ

て

行

動

を

変

え

な

い

か

ら

だ

。

毎

日

遅

刻

す

る

中

学

生

も

「

わ

か

っ

ち

ゃ

い

る

け

ど

遅

れ

ち

ゃ

う

」

の

だ

▼

で

は

人

間

の

行

動

を

変

え

る

の

は

何

か

。

そ

れ

は

人

と

人

と

の

関

わ

り

の

中

で

、

本

当

に

何

か

を

感

じ

た

と

き

に

生

ま

れ

る

も

の

だ

と

思

う

。

人

が

他

人

の

感

情

に

出

会

っ

て

心

が

動

い

た

と

き

、

人

は

自

分

を

変

え

始

め

る

。

本

気

で

子

ど

も

の

行

動

を

変

え

た

い

の

な

ら

、

大

人

は

本

気

で

叱

る

べ

き

だ

ろ

う

。

そ

の

子

の

た

め

に

、

頭

ご

な

し

に

ド

叱

る

大

人

も

い

た

方

が

い

い

。

一

九

八

〇

年

代

、

フ

ジ

テ

レ

ビ

の

番

組

に

「

欽

ド

ン

良

い

子

悪

い

!

子

普

通

の

子

」

と

い

う

バ

ラ

エ

テ

ィ

が

あ

っ

た

。

イ

モ

欽

ト

リ

オ

演

ず

る

ヨ

シ

オ

・

ワ

ル

オ

・

フ

ツ

オ

の

コ

ン

ト

が

バ

カ

ウ

ケ

で

、

「

ハ

イ

ス

ク

ー

ル

ラ

ラ

バ

イ

」

は

一

六

〇

万

枚

の

メ

ガ

ヒ

ッ

ト

と

な

っ

た

▼

現

代

で

も

ワ

ル

オ

は

い

る

。

す

ぐ

に

掃

除

を

サ

ボ

る

、

遊

ん

で

い

る

、

逃

げ

る

…

「

ホ

ン

ト

に

も

う

…

」

学

校

で

は

常

に

怒

ら

れ

キ

ャ

ラ

だ

。

比

較

的

男

子

に

多

い

が

、

女

子

に

も

勿

論

い

る

▼

教

師

は

毎

日

そ

う

し

た

生

徒

を

叱

り

、

な

ん

と

か

「

役

目

を

果

た

す

ち

ゃ

ん

と

し

た

人

」

に

な

れ

る

よ

う

に

指

導

す

る

。

中

学

生

は

３

年

間

で

も

の

す

ご

く

成

長

す

る

の

で

、

多

く

の

ワ

ル

オ

は

卒

業

す

る

頃

に

は

、

ず

い

ぶ

ん

「

ち

ゃ

ん

と

し

た

人

」

に

な

っ

て

い

る

（

場

合

が

多

い

）

▼

普

段

の

掃

除

も

そ

う

だ

が

炎

天

下

の

除

草

作

業

で

は

猶

更

だ

。

担

当

区

域

の

草

取

り

。

や

っ

ぱ

り

走

り

回

っ

て

遊

ん

で

い

る

ワ

ル

オ

の

×

×

君

は

ド

叱

ら

れ

て

い

る

。

だ

が

、

日

か

げ

に

固

ま

っ

て

草

を

取

っ

て

い

る

ふ

り

を

し

て

い

る

○

○

さ

ん

た

ち

は

ス

ル

ー

さ

れ

て

い

る

の

だ

▼

教

師

は

ワ

ル

オ

の

マ

ー

ク

を

外

さ

な

い

。

彼

ら

の

サ

ボ

り

方

は

目

立

つ

の

で

す

ぐ

怒

ら

れ

る

。

し

か

し

、

目

立

た

な

い

ポ

ジ

シ

ョ

ン

で

「

上

手

に

」

サ

ボ

っ

て

い

る

ヨ

シ

オ

や

フ

ツ

オ

は

怒

ら

れ

に

く

い

。

日

な

た

は

ジ

ゴ

ク

だ

け

ど

日

か

げ

な

ら

ち

ょ

っ

と

ラ

ク

。

そ

し

て

取

る

べ

き

草

は

日

な

た

に

あ

る

。

「

や

っ

て

る

よ

う

な

演

技

つ

き

サ

ボ

り

」

を

指

摘

す

る

と

、

「

な

ん

で

私

・

ボ

ク

を

叱

る

ん

で

す

か

。

先

生

に

叱

ら

れ

る

な

ん

て

初

め

て

で

す

」

な

ん

て

顔

を

し

て

る

。

け

っ

こ

う

悪

質

だ

ね

▼

日

本

国

憲

法

は

第

条

で

14

「

法

の

下

の

平

等

」

を

謳

っ

て

い

る

。

掃

除

や

草

取

り

を

サ

ボ

る

特

権

は

誰

に

も

認

め

ら

れ

な

い

。

そ

も

そ

も

ワ

ル

オ

・

ヨ

シ

オ

・

フ

ツ

オ

と

い

う

ス

テ

レ

オ

タ

イ

プ

自

体

が

認

め

ら

れ

な

い

の

だ

。

差

別

し

な

い

と

い

う

の

は

そ

う

い

う

こ

と

だ

▼

教

師

は

、

目

立

た

な

い

と

こ

ろ

で

努

力

し

て

い

る

生

徒

を

認

め

て

や

り

た

い

と

思

う

。

同

時

に

、

目

立

た

な

い

と

こ

ろ

で

イ

ン

チ

キ

し

て

い

る

ヨ

シ

オ

・

フ

ツ

オ

を

見

逃

さ

ず

、

ワ

ル

オ

と

同

様

に

叱

っ

て

や

ら

な

け

れ

ば

と

思

う

。
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